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⑮ 研究概要

従来，妊婦・胎児に対する医療は産科医が行ない，

新生児に対する医療は新生児科医(小児科医)，小

児外科医，小児循環器外科医，脳神経外科医，眼科

医などが行なってきた.医療の進歩とともに，合併

症を有する胎児の出生前診断が可能となり，また母

体搬送の増加により，出生前から出生後まで，同一

部門で集中的に管理する必要が生じてきた.周産母

子センターはこのようなニーズのもと，設置された

部門であり，産婦人科医，新生児科医，小児外科医，

小児循環器外科医などが出生前から協力して胎児治

療を行ない，分娩直後から，新生児に対して総合的

な治療を行なう部門である.また看護スタッフも

出生前から出生後まで一貫した看護を行ないえる利

点を有する.このような一貫した治療は，新生児の

予後を改善するのみならず種々の問題提起にもつ

ながり，さらなる医学の向上が期待される.周産母

子センターでは，従来の診療部門の垣根を越えた，

総合的な医療を実践し，この中から診療，教育，研

究を進めていく新たな部門である.
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